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と
述
べ
、
法
華
経
迩
門
所
説
の
天

千
」
が
顕
現
す
る
こ
と
を
示
し
た
。

法
華
経
迩
門
所
説
の
一
念

ま
た
、
「
観
心
本
尊
抄
」
（
文
永
十
年
・
真
蹟
存
）
に
は
、

像
法
ノ
中
末
二
観
音
・
薬
王
、
南
岳
・
天
台
等
ト
示
現
シ
テ
出
現
シ
テ
、
迩
門
ヲ
以
テ
面
ト
為
シ
本
門
ヲ
以
テ
裏
ト
為
シ
テ
、

百
界
千
如
・
一
念
三
千
其
ノ
義
ヲ
尽
セ
リ
。
但
ダ
理
具
ヲ
論
ジ
テ
事
行
ノ
南
無
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
並
二
本
門
ノ
本
尊
、
未

ダ
広
ク
之
ヲ
行
ゼ
ズ
。
（
「
定
本
逝
文
」
七
一
九
頁
）

と
あ
り
、
迩
門
を
面
と
し
た
天
台
の
一
念
三
千
を
「
理
具
を
論
じ
る
も
の
」
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。

更
に
宗
祖
は
「
當
木
入
道
殿
御
返
事
（
治
病
抄
匡
（
弘
安
元
年
・
真
餓
存
）
に
、

止
観
の
十
境
十
乗
の
観
法
は
天
台
大
師
説
給
て
後
、
行
ず
る
人
無
し
。
妙
楽
・
伝
教
の
御
時
少
・
ソ
行
ズ
と
い
へ
ど
も
敵
人
ゅ
わ
き

日
蓮
聖
人
（
二
三
二
’
一
二
八
二
・
以
下
宗
祖
）
は
、
「
開
目
抄
」
（
文
永
九
年
・
真
蹟
曽
存
）
に
、

迩
門
方
便
品
は
一
念
三
千
・
二
乗
作
仏
を
説
て
爾
前
二
種
の
失
一
シ
を
脱
し
た
り
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
い
ま
だ
発
迩
顕
本
せ
ざ

れ
ば
、
ま
こ
と
の
一
念
三
千
も
あ
ら
は
れ
ず
、
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
。
水
中
の
月
を
見
る
が
ご
と
し
。
根
な
し
草
の
波
上
に

浮
る
に
に
た
り
。
本
門
に
い
た
り
て
、
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
因

や
ぶ
れ
ぬ
。
爾
前
迩
門
の
十
界
の
因
果
を
打
や
ぶ
り
て
、
本
門
十
界
の
因
果
を
と
き
顕
す
。
此
レ
即
予
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。

九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
、
真
ノ
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
な
る
べ
し
。
二
定
本

遺
文
」
五
五
二
頁
）

一
、
は
じ
め
に

三
千
は
真
の
意
味
で
の
一
念
三
千
で
は
な
く
、
本
門
に
お
い
て
は
じ
め
て
「
ま
こ
と
の
一
念
三
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ゆ
へ
に
さ
て
す
ぎ
ぬ
。
止
観
に
三
障
四
魔
と
申
ス
は
権
経
を
行
ず
る
行
人
の
障
に
は
あ
ら
ず
。
今
日
蓮
が
時
具
に
起
れ
り
。
又

天
台
伝
教
等
の
時
の
三
障
四
魔
よ
り
も
、
い
ま
ひ
と
し
を
ま
さ
り
た
り
。
一
念
三
千
観
法
に
二
あ
り
。
一
二
理
、
二
二
事
な
り
。

天
台
・
伝
教
等
の
御
時
に
は
理
也
。
今
は
事
也
。
観
念
す
で
に
勝
る
故
、
大
難
又
色
ま
さ
る
。
彼
は
迩
門
の
一
念
三
千
、
此
は

本
門
ノ
ー
念
三
千
也
。
天
地
は
る
か
に
殊
也
こ
と
也
と
、
御
臨
終
の
御
時
は
御
心
へ
有
る
べ
く
候
。
（
「
定
本
遺
文
」
一
五
二
二
頁
）

と
述
べ
、
迩
門
の
一
念
三
千
を
「
理
」
、
本
門
の
一
念
三
千
を
「
事
」
と
明
示
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
遺
文
上
の
表
現
を
基
礎
と
し
て
、
日
蓮
教
学
に
お
い
て
は
、
迩
門
の
一
念
三
千
を
「
理
の
一
念
三
千
／
理
具
一
念
三

千
」
、
本
門
の
一
念
三
千
を
「
事
の
一
念
三
千
／
事
具
一
念
三
千
」
と
称
し
て
お
り
、
中
で
も
「
事
の
一
念
三
千
／
事
具
一
念
三

（
１
）

千
」
こ
そ
が
日
蓮
思
想
の
根
幹
を
為
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宗
祖
遺
文
中
に
お
け
る
一
念
三
千
の
語
の
定
義
が

一
様
で
な
い
こ
と
が
先
学
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
茂
田
井
教
亨
師
は
、
「
聖
人
の
教
義
の
根
幹
を
な
す
も
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
事
の
一
念
三
千
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
理
法
の
一
念
三
千
、
行
法
の
一
念
三
千
、
仏
種
の
一
念
三
千
の
三
範
畷
に
分

（
２
）

け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
し
、
ま
た
北
川
前
肇
師
も
、
宗
祖
の
示
さ
れ
た
本
門
所
説
の
一
念
三
千
に
、
「
仏
種
」
と

（
３
）

し
て
の
意
と
「
観
法
」
と
し
て
の
意
の
二
つ
の
側
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

確
か
に
、
前
掲
の
「
開
目
抄
」
や
「
観
心
本
尊
抄
」
で
は
、
十
界
互
具
を
主
題
と
し
た
論
理
展
開
の
上
で
い
わ
ゆ
る
「
法
体
」
と

し
て
の
一
念
三
千
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
方
『
治
病
抄
」
で
は
、
。
念
三
千
観
法
に
二
あ
り
」
と
し
て
、
「
観
法
」
と
し
て
の

一
念
三
千
の
事
理
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
、
宗
祖
遺
文
中
に
お
け
る
「
一
念
三
千
」
に
は
、

法
体
論
（
仏
種
）
と
修
行
論
（
観
法
）
と
い
う
二
義
性
が
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一
往
首
肯
で
き
る
。
但
し
、
「
治
病
抄
」
に
見
ら

れ
る
一
念
三
千
の
事
理
分
別
に
つ
い
て
は
、
株
橋
日
涌
師
が
「
観
心
本
尊
紗
講
義
」
に
「
一
念
三
千
の
観
法
に
理
観
と
事
観
の
不
同

が
あ
る
の
は
、
所
観
の
法
た
る
一
念
三
千
に
理
具
と
事
具
と
の
相
違
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
理
具
一
念
三
千
の
法
体
を
観
ず
る
観
法

日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
義
に
お
け
る
「
観
法
」
と
「
法
体
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）
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（
４
）

が
理
観
で
あ
り
、
事
具
一
念
三
千
を
観
ず
る
観
法
が
事
観
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
宗
祖
は
一

念
三
千
「
観
法
」
の
事
理
分
別
、
す
な
わ
ち
理
観
と
事
観
の
差
異
を
示
し
つ
つ
も
、
し
か
し
そ
れ
は
所
観
の
「
法
体
」
の
事
理
分
別

を
離
れ
て
論
じ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
両
者
の
間
に
は
あ
る
一
定
の
関
係
性
が
存
在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

加
え
て
、
一
念
三
千
に
関
し
て
は
、
題
目
と
の
同
異
に
関
す
る
議
論
が
存
在
す
る
こ
と
も
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
例
え
ば
望
月
歓

厚
師
は
、
宗
学
史
上
に
存
在
し
た
「
袋
珠
一
異
の
論
」
に
つ
い
て
、
一
念
三
千
を
「
珠
」
、
題
目
を
「
袋
」
と
見
て
そ
の
異
同
を
論

（
Ｐ
、
）

じ
る
そ
の
論
争
が
、
結
果
と
し
て
「
両
者
の
主
客
顛
倒
の
誤
り
を
生
ぜ
し
め
、
三
千
を
主
体
と
し
五
字
を
袋
と
考
え
る
に
至
っ
た
」

と
論
難
し
、
「
然
る
に
一
念
三
千
に
は
理
事
の
分
別
が
あ
っ
て
、
今
の
三
千
は
事
の
三
千
を
指
す
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
五
字

（
６
）

と
三
千
と
は
同
一
体
で
あ
る
こ
と
に
議
論
の
余
地
は
な
い
」
と
、
題
目
Ⅱ
事
の
一
念
三
千
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
同
師
は
、
「
同

（
７
）

体
の
二
法
が
表
現
を
異
に
す
る
限
り
全
同
で
は
な
い
」
と
し
た
上
で
、
両
者
の
表
現
上
の
相
違
に
つ
い
て
「
一
念
三
千
は
具
足
の
袋

（
８
）

に
収
め
ら
れ
る
広
の
法
門
、
五
字
は
こ
れ
を
収
め
る
肝
要
の
法
と
な
る
」
、
あ
る
い
は
「
五
字
は
法
華
経
一
部
の
肝
要
の
教
法
で
あ

り
、
一
念
三
千
は
こ
れ
を
開
い
て
理
義
を
分
別
し
た
談
道
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
一
念
三
千
は
基
本
的
理
義
と
し
て
語
ら
れ
、
五

（
９
）

字
は
具
体
的
教
法
ｌ
要
法
ｌ
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
「
一
体
二
相
」
の
関
係
と
し
て
整
理
を
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
同

師
は
、
題
目
は
「
教
法
」
で
、
事
の
一
念
三
千
は
そ
の
教
法
か
ら
開
か
れ
た
「
理
義
」
す
な
わ
ち
真
理
で
あ
っ
て
両
者
は
元
来
一
体

の
も
の
で
あ
る
と
し
、
両
者
の
相
違
を
開
合
の
意
で
捉
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

一
方
、
株
橋
日
涌
師
は
、
諸
法
実
相
た
る
一
念
三
千
で
あ
る
理
具
一
念
三
千
に
対
し
て
事
具
一
念
三
千
を
「
仏
陀
釈
尊
が
久
遠
劫

（
Ⅶ
）

の
修
行
に
よ
っ
て
三
千
の
法
を
覚
証
し
て
而
し
て
十
法
界
の
依
正
万
法
に
具
現
し
た
も
の
」
、
「
本
門
の
実
相
た
る
事
具
三
千
は
（
中

略
）
本
因
九
界
と
本
果
仏
界
と
十
界
互
具
し
、
更
に
こ
の
本
時
十
界
の
正
法
と
本
国
土
の
依
法
と
依
正
互
融
し
て
始
め
て
成
立
す
る

（
Ⅲ
）

も
の
」
と
規
定
し
た
上
で
、
こ
の
事
具
一
念
三
千
と
題
目
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
「
一
往
は
名
体
一
如
の
法
体
で
は
あ
る
が
、
再
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こ
の
よ
う
に
、
宗
祖
の
．
念
三
千
」
に
は
、
法
体
と
観
法
と
い
う
二
義
性
に
加
え
て
、
題
目
と
の
同
異
を
ど
う
考
え
る
か
と
い

う
問
題
が
重
層
的
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
宗
祖
遺
文
に
お
け
る
。
念
三
千
」
の
語
の
持
つ
複
雑
性
に
つ
い
て
、
我
々
は

ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
一
念
三
千
の
語
の
持
つ
「
観
法
」
の
側
面
に
着
目
し
、
日
忠
聖
人
（
一
四
三
八
’
一
五
○
三
・
以
下

忠
師
）
の
「
観
心
本
尊
抄
見
聞
」
の
説
示
を
確
認
し
た
上
で
、
隆
師
が
如
何
に
事
具
三
千
と
題
目
と
の
関
係
性
を
捉
え
て
い
た
か
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

性
は
能
摂
・
所
摂
、
総
別
の
相
違
が
あ
り
、
別
体
た
る
事
具
一
念
三
千
は
在
世
脱
益
の
法
体
で
あ
り
、
総
名
妙
法
蓮
華
経
は
末
法
下

（
腱
）

種
の
要
法
で
あ
る
」
と
し
、
日
隆
聖
人
（
一
三
八
五
’
一
四
六
四
・
以
下
隆
師
）
の
「
弘
経
抄
」
を
引
き
つ
つ
、
事
具
一
念
三
千
と
題

（
卿
）

目
と
の
一
往
同
・
再
往
異
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
蓮
門
下
諸
派
の
教
学
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
は
事
具
一
念
三
千
と
題
目
と
の

（
Ｍ
）

関
係
を
同
一
の
も
の
と
見
る
考
え
方
が
主
流
で
あ
る
と
し
、
「
名
体
一
如
の
別
体
論
に
終
始
し
て
い
る
」
と
の
見
方
を
示
さ
れ
て

「
観
心
本
尊
紗
講
義
』
は
そ
の
題
号
解
釈
の
う
ち
「
観
心
」
を
釈
す
る
箇
所
に
お
い
て
、
一
念
三
千
の
理
観
と
事
観
に
つ
い
て

「
理
観
と
事
観
」
「
理
観
と
事
行
」
「
事
観
と
事
行
」
の
三
項
目
を
立
て
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
確
認
し
な
が
ら
、
若
干
の
考
察

を
加
え
た
い
。

（
崎
）

い
る
。

二
、
観
法
か
ら
見
た
一
念
三
千
の
事
理
分
別

日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
義
に
お
け
る
「
観
法
」
と
「
法
体
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
（
三
油
和
浩
）
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一
方
、
理
観
に
対
す
る
事
観
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
事
観
と
い
う
の
は
こ
の
我
等
凡
夫
所
具
の
本
佛
内
証
の
事
具
三
千
の
佛
種
を
信
知
し
、
此
の
佛
種
を
佛
徳
と
し
て
顕
現
す

べ
く
佛
種
た
る
妙
法
を
観
照
修
行
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

天
台
が
理
具
の
十
界
互
具
論
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
蓮
思
想
に
お
け
る
本
門
寿
量
品
に
立
脚
し
た
十
界
互
具
論
は
、
冒
頭
に
引

い
た
「
開
目
抄
」
の
説
示
の
通
り
、
発
迩
顕
本
に
よ
っ
て
本
仏
内
証
の
一
念
三
千
が
凡
夫
所
具
の
「
仏
」
と
な
っ
て
具
体
的
（
事
）

、

、

に
具
足
す
る
「
事
の
十
界
互
具
」
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
「
真
の
十
界
互
具
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
帰
結
と
し
て
の

一
念
三
千
こ
そ
が
「
ま
こ
と
の
一
念
三
千
」
で
あ
る
と
さ
れ
（
こ
れ
が
所
謂
「
事
の
一
念
三
千
」
、
「
事
具
三
千
」
と
呼
称
さ
れ
る
わ
け
で

あ
る
が
）
、
理
観
の
場
合
は
一
念
三
千
を
観
照
す
る
の
に
対
し
て
、
事
観
の
場
合
は
「
本
仏
内
証
の
事
具
三
千
」
を
「
信
知
」
し
て

「
そ
の
仏
種
を
仏
徳
と
し
て
顕
現
さ
せ
る
た
め
に
」
仏
種
た
る
妙
法
を
観
照
修
行
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。

三
千
観
法
が
理
観
で
あ
る
。

ま
ず
「
理
観
と
事
観
」
の
項
目
に
お
い
て
は
、
理
観
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

我
等
凡
夫
の
一
念
に
具
す
る
三
千
即
三
諦
の
仏
性
を
観
照
す
る
観
法
を
理
観
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
摩
訶
止
観
に
は
こ
の
観
法

を
「
観
不
思
議
境
」
、
即
ち
凡
夫
己
心
の
不
思
議
境
た
る
三
千
三
諦
を
観
ず
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
凡
夫
己
心
の
仏
性
を
観
照
す
る
の
が
理
観
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
迩
門
方
便
品
に
依
拠
す
る
天
台
宗
的
理
解
に
お

、

、

い
て
は
、
凡
夫
に
お
け
る
十
界
互
具
（
殊
に
仏
界
の
具
足
、
仏
性
）
は
あ
く
ま
で
も
理
の
十
界
互
具
、
即
ち
「
理
具
」
に
留
ま
る
の

（
肺
）

で
あ
っ
て
、
そ
の
十
界
互
具
よ
り
導
出
さ
れ
る
一
念
三
千
も
ま
た
理
具
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
理
具
の
仏
性
を
観
ず
る
天
台
の
一
念

そ
の
上
で
、

①
理
観
と
事
観
の
関
係

－6－



と
、
さ
し
あ
た
り
以
上
の
よ
う
に
意
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
天
台
の
十
乗
観
法
の
「
理
観
」
に
対
す
る
宗
祖
の
実
践
修
行
で
あ
る
「
事
観
」
の
具
体
的
な
相
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

二
種
の
一
念
三
千
観
法
の
う
ち
「
事
」
と
さ
れ
た
も
の
（
事
観
）
が
末
法
の
修
行
で
あ
り
、
そ
の
修
行
の
結
果
が
像
法
・
天
台
の
理

観
よ
り
も
「
大
難
色
勝
る
」
と
い
う
宗
祖
の
い
わ
ゆ
る
法
華
経
色
読
と
し
て
表
出
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
言
う
事
観
の
具
体

（
脇
）

的
方
法
が
事
行
の
題
目
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
論
で
き
る
。

日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
義
に
お
け
る
「
観
法
」
と
「
法
体
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

と
続
け
て
い
る

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
「
治
病
抄
」
の
一
念
三
千
観
法
の
事
理
分
別
と
同
一
の
論
理
展
開
か
ら
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
先
引
の

「
治
病
抄
」
の
文
を
図
に
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

つ
ま
り
こ
の
文
は
、

一
念
三
千
の
観
法
に
は
理
観
と
事
観
が
あ
る
。
理
観
は
迩
門
の
一
念
三
千
で
あ
り
、
事
観
は
本
門
の
一
念
三
千
で
あ
る
。
ま
た
理

観
は
天
台
・
妙
楽
・
伝
教
ら
の
像
法
時
代
の
修
行
で
あ
り
、
そ
れ
は
十
境
十
乗
観
法
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
事
観
は
今
、
末
法
、

日
蓮
の
修
行
で
あ
る
（
Ⅱ
空
遡
。
こ
の
修
行
に
よ
っ
て
降
り
か
か
る
大
難
は
理
観
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
三
障
四
魔
よ
り

も
激
し
い
（
色
勝
る
）
。

（
〃
｝

上
の
理
観
の
一
念
三
千
は
迩
門
流
通
像
法
過
時
の
観
法
で
あ
り
、
事
観
の
一
念
三
千
は
末
法
今
時
の
観
法
で
あ
る
。

、

一
念
三
千
観
法

事
１
本
門
の
一
念
三
千
Ｉ
（
末
法
）
ｌ
古
川
川
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
川
干
１
日
蓮

理
ｌ
迩
門
の
一
念
三
千
Ｉ
（
像
法
）
’
十
境
十
乗
観
法
Ｉ
天
台
・
伝
教
’
三
障
四
魔

大
難
又
色
勝
る
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で
は
さ
ら
に
忠
師
の
「
観
心
圭

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
釦
）

聞
二
因
テ
入
ル
者
、
是
ヲ
信
行
ト
爲
ス
。
思
二
因
リ
テ
入
ル
者
、
是
ヲ
法
行
ト
爲
ス
。

の
文
を
引
い
て
、
鈍
根
の
者
は
「
聞
」
に
よ
っ
て
信
行
を
立
て
、
利
根
の
者
は
自
身
の
推
理
（
思
考
）
に
よ
っ
て
法
行
を
立
て
る
こ

と
の
論
拠
を
挙
げ
、
ま
た
「
法
華
文
句
記
」
の
、

聞
ハ
即
チ
聞
慧
、
知
ハ
即
チ
思
慧
ナ
リ
。
即
チ
開
顯
ノ
聞
思
ナ
リ
。
（
中
略
）
亦
信
ト
法
ト
ハ
、
即
チ
回
ノ
ー
行
ナ
リ
。
聞
ハ

（
別
｝

即
チ
信
行
ナ
リ
。
随
喜
法
師
品
等
ノ
如
シ
。
知
ハ
即
チ
法
行
ナ
リ
。
安
樂
行
等
ノ
如
シ
。

（
型
）

の
文
を
引
き
、
信
行
と
法
行
に
つ
い
て
次
の
図
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

者
ハ
自
ラ
推
シ
テ
解
ヲ
得
、

の
文
、
ま
た
「
摩
訶
止
観
」
の
、

②
理
観
・
事
観
・
事
行
の
三
重
構
造

次
に
「
理
観
と
事
行
」
の
項
目
に
お
い
て
は
、
『
法
華
玄
義
」
の
、

夫
レ
教
ヲ
票
ケ
テ
行
ヲ
立
ル
ー
信
法
ヲ
出
デ
ズ
。
鈍
者
ハ
聞
二
因
テ
解
ヲ
得
、
解
二
從
テ
行
ヲ
立
ッ
。
故
二
信
行
ト
名
ク
。
利

（
ぬ
）

者
ハ
自
ラ
推
シ
テ
解
ヲ
得
、
解
二
從
テ
行
ヲ
立
ッ
。
故
二
法
行
ト
名
ク
。

こ
の
よ
う
に
、
理
観
と
事
観
に
つ
い
て
、
理
観
を
法
行
、
事
観
を
信
行
と
す
る
天
台
教
学
上
で
の
理
解
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
こ

は
さ
ら
に
忠
師
の
「
観
心
本
尊
抄
見
聞
」
の
文
を
引
い
て
、
理
事
の
一
念
三
千
観
法
の
そ
れ
ぞ
れ
に
信
行
観
と
法
行
観
の
二
種
が

一

事
観
ｌ
信
行
ｌ
聞
慧
ｌ
名
字
即
の
行
法

理
観
ｌ
法
行
Ｉ
思
慧
ｌ
観
行
即
の
観
法
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と
し
て
、

そ
し
て
、

こ
こ
に
引
か
れ
た
忠
師
の
文
は
、
ま
ず
、

（
認
）

又
事
ノ
三
千
ノ
上
ニ
モ
信
行
・
法
行
コ
レ
有
ル
可
シ
・

と
し
て
、
信
行
観
と
さ
れ
た
事
観
Ⅱ
事
具
三
千
に
つ
い
て
も
信
行
観
と
法
行
観
の
差
異
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
続
い
て
、

事
ノ
三
千
ノ
能
詮
ノ
妙
法
蓮
華
経
ヲ
聞
テ
信
ヲ
生
ズ
ル
処
ハ
事
具
ノ
三
千
ノ
上
ノ
信
行
也
、
信
ノ
上
二
分
ノ
解
了
ヲ
以
テ
是
ヲ

（
訓
）

思
惟
ス
ル
処
ガ
事
具
三
千
ノ
上
ノ
法
行
也
。

と
し
て
、
事
具
三
千
に
も
聞
慧
と
思
慧
が
あ
り
、
そ
れ
が
事
具
三
千
に
お
け
る
信
行
と
法
行
の
違
い
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

具
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「
観
心
本
尊

し
て
、
「
観
心
本
尊

愛
ヲ
事
ノ
ー
念
三
千
ノ
上
ニ
モ
尚
超
過
ノ
法
コ
レ
有
リ
ト
云
う
也
。
直
二
事
ノ
三
千
ヲ
通
総
ス
ル
事
行
ノ
妙
法
也
。
是
ヲ
始
テ

（
錫
）

聞
テ
聞
ガ
如
ク
信
ズ
ル
ガ
即
チ
信
行
ノ
種
也
。
其
ノ
信
ヲ
重
テ
思
惟
ス
ル
処
ガ
事
ノ
三
千
也
。

と
し
て
、
事
具
三
千
の
信
行
・
法
行
を
「
通
総
」
す
る
の
が
「
事
行
の
妙
法
」
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。

結
局
の
所
、
「
事
行
の
妙
法
」
の
前
に
お
い
て
は
、
事
具
三
千
の
信
行
・
法
行
も
、
理
具
三
千
の
信
行
・
法
行
と
同
様
に
「
事
行

の
妙
法
」
に
包
摂
（
通
総
）
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
所
摂
を
も
っ
て
「
理
具
」
と
す
る
文
脈
で
語
れ
ば
、
事
観
の
信
行
で
さ
え
も
理

紗
識
義
」
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
「
事
観
と
事
行
」
の
項
目
を
立
て
て
、

事
具
三
千
の
妙
法
は
尚
法
体
で
あ
っ
て
観
照
の
対
象
と
な
っ
て
も
純
然
た
る
信
行
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
故
に
事
具
三

千
の
観
法
も
理
具
三
千
の
理
観
に
対
す
れ
ば
、
こ
れ
も
理
観
に
摂
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
冊
て
真
の
信
行
観
た
る
事
観
事
行
は

総
名
妙
法
蓮
華
経
の
修
行
に
局
る
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
宗
祖
は
総
名
妙
法
蓮
華
経
を
理
具
三
千
に
対
し
て
「
事
行
の
妙
法
蓮

（
泌
）

華
経
」
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
義
に
お
け
る
「
観
法
」
と
「
法
体
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）
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こ
の
よ
う
に
、
本
門
の
一
念
三
千
に
お
い
て
事
観
と
事
行
と
の
相
違
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
隆
師
が
「
本
因
妙
名
字
即

（
錫
）

下
種
の
信
行
観
は
事
観
な
り
」
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
株
橘
日
涌
師
は
、
一
往
釈
と
し
て
「
事
観
も
信
行
観
で
あ
る
。
事
観

と
事
行
と
両
者
共
に
末
法
相
応
の
信
行
観
だ
と
す
れ
ば
、
両
者
は
同
じ
も
の
で
あ
る
」
と
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
こ
れ
は

あ
く
ま
で
も
一
往
釈
で
あ
る
か
ら
、
再
往
は
両
者
が
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
一
往
釈
と
再
往

釈
に
つ
い
て
、
隆
師
は
ど
の
よ
う
な
論
理
で
も
っ
て
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
隆
師
の
「
弘
経
抄
」
第
二
巻
に
見
ら
れ
る
「
本
門
の
妙
法
蓮
華
経
と
事
具
の
三
千
と
同
異
の
鞠
」
の
記
述
を
手
懸
か
り

と
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

と
し
て
、
一
念
三
千
の
観
法
に
つ
い
て
、
法
体
論
の
観
点
か
ら
「
理
観
」
「
事
観
」
「
事
行
」
の
三
重
櫛
造
を
説
明
し
て
い
る
。

（
幻
）

今
、
試
み
に
以
上
を
図
で
示
せ
ば
左
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

（
所
観
の
法
体
）

像
法
Ｉ
理
観
ｌ
迩
門
Ｉ
理
具
三
千
ｌ
法
行
Ｉ
思
慧
岑
理
観

一
ゞ
雫
本
事
具
尚
蕊

｛
犀
１
１
１
１
１
，

末
法

事
行
ｌ
総
名
妙
法
蓮
華
経
Ｉ
信
行
ｌ
総
通
ｌ
事
観

三
、
隆
師
に
よ
る
解
釈
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と
し
て
、
本
因
妙
の
名
字
信
位
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
名
字
即
は
口
業
を
以
て
実
体
と
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
観
心
と
し
て
の
妙
法
蓮

華
経
と
は
事
行
の
題
目
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
端
的
に
示
し
て
い
る
。

続
い
て
一
念
三
千
を
教
相
と
捉
え
る
見
方
に
つ
い
て
は
、
一
念
三
千
の
「
三
千
」
を
一
代
諸
経
に
合
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
一

念
三
千
は
永
前
諸
経
に
は
出
ず
「
初
め
て
方
便
品
の
十
如
実
相
よ
り
出
生
」
し
、
本
門
の
本
因
本
果
に
至
っ
て
「
真
の
一
念
三
千
の

義
分
を
顕
わ
」
し
た
と
し
、
「
十
章
紗
』
「
真
間
釈
迦
佛
供
養
逐
状
」
「
観
心
本
尊
抄
」
を
引
き
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

爾
前
迩
本
の
教
の
法
体
は
三
千
な
り
、
三
千
は
三
諦
な
り
、
三
諦
は
三
観
な
り
、
三
観
を
以
て
智
と
為
し
三
諦
三
千
を
以
て
境

宗
義
に
云
く
、
妙
法
蓮
華
経
と
事
具
三
千
と
同
異
の
事
、
常
に
は
教
観
の
異
と
思
へ
り
此
の
分
も
こ
れ
有
る
べ
し
但
し
妙
法

（
釦
）

蓮
華
経
の
観
心
の
重
と
云
ふ
こ
と
を
知
ら
ざ
れ
ば
三
千
は
教
な
る
事
を
弁
へ
ざ
る
歎

と
示
し
、
一
般
的
に
は
妙
法
蓮
華
経
は
教
相
、
事
具
三
千
は
観
心
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
妙
法
蓮
華
経
を
観
心
、
三
千
を
教
相
と

捉
え
る
見
方
も
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
妙
法
蓮
華
経
を
観
心
と
捉
え
る
こ
と
に
関
し
て
は
、

一
品
二
半
に
在
る
分
は
教
に
似
た
り
、
然
り
と
云
へ
ど
も
本
因
妙
名
字
信
心
の
口
業
に
会
帰
す
れ
ば
口
業
と
信
心
と
事
理
一
如

こ
の
文
で
隆
師
は
、
「
三
千
」
は
一
代
諸
経
の
教
の
法
体
で
あ
る
と
示
し
、
三
千
Ⅱ
三
諦
Ⅱ
三
観
と
捉
え
て
、
三
観
の
辺
を
「
智
」
、

三
諦
の
辺
は
「
境
」
す
な
わ
ち
止
観
の
対
境
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
隆
師
が
こ
こ
に
三
千
を
教
相
と
す
る
視
点
を
示

日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
義
に
お
け
る
「
観
法
」
と
「
法
体
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

①
名
体
一
如
（
名
体
倶

隆
師
は
こ
の
冒
頭
で
、

（
名
体
倶

（
型
）

と
為
す
な
り
云
云

（
別
）

事
行
有
相
の
観
心
な
り

実
）
の
論
理
室
往
釈
】

－11－



し
た
こ
と
は
、
ひ
と
ま
ず
三
千
と
は
止
観
の
対
境
た
る
法
体
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
法
体
に
お
け
る
能
詮
の
教
も
ま
た
三
千
と
言
い

得
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
さ
ら
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
の
如
く
一
念
三
千
は
迩
門
よ
り
出
で
秘
本
門
に
し
て
極
成
す
る
な
り
極
成
も
向
き
の
諸
御
抄
の
如
く
本
門
の
仏
界
本
因
本

果
に
至
て
極
成
す
る
な
り
、
此
の
本
因
本
果
本
国
土
依
正
界
如
三
千
は
又
本
因
妙
の
所
を
以
て
元
始
と
為
す
な
り
、
本
因
妙
は

（
卿
）

名
字
信
位
な
り
、
名
字
即
は
口
密
を
以
て
実
体
と
為
す
口
密
は
事
な
り
故
に
事
具
の
三
千
と
名
く

こ
こ
で
は
、
本
門
の
一
念
三
千
が
本
因
本
果
本
国
土
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
本
因
妙
を
そ
の
中
心
概
念
と
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
門
の
一
念
三
千
の
実
体
が
名
字
信
位
の
口
密
の
「
事
」
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
、

だ
か
ら
こ
そ
「
事
具
の
三
千
」
と
称
す
る
の
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
は
、
妙
法
蓮
華
経
を
観
心
と
捉
え
た
場
合
に
本
因
妙
名
字
信
心
の
口
業
と
な
る
こ
と
と
全
く
同
じ
結
論
に
な
る
と
こ
ろ

と
、
事
具
一
念
三
イ

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

か
ら
、こ

こ
ま
で
の
論
理
展
開
を
試
み
に
図
で
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

此
の
事
具
の
三
千
と
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
同
体
な
り
故
に
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
称
す
る
な
り
此
の
重
は
妙
即
三
千
、

（
制
）

三
千
即
法
に
し
て
、
一
念
三
千
と
本
門
の
本
尊
の
妙
法
蓮
華
経
と
同
体
な
り

事
具
一
念
三
千
と
題
目
と
の
同
一
性
を
示
し
、
そ
れ
が
「
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
称
す
る
こ
と
の
理
由
で
あ
る
こ
と
が
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と
述
べ
、
事
具
一
念
三
千
今

こ
の
文
を
整
理
す
れ
ば
、

②
名
体
総
在
の
論
理
【
再
往
釈
】

こ
の
よ
う
に
事
具
一
念
三
千
と
題
目
と
の
同
一
性
、
す
な
わ
ち
名
体
一
如
が
一
往
釈
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ

の
上
で
再
往
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

此
の
如
く
名
体
一
如
な
り
と
云
へ
ど
も
意
密
に
在
る
を
一
念
三
千
と
名
け
、
此
の
三
千
中
の
仏
界
本
因
妙
名
字
即
の
口
密
に
出

〈
調
）

れ
ば
妙
法
蓮
華
経
な
り
、
故
に
妙
名
の
辺
は
名
字
の
位
に
在
り
て
下
機
を
助
く
る
な
り
、
意
密
の
三
千
は
猶
を
観
行
に
在
り

す
な
わ
ち
隆
師
は
、
口
密
の
妙
法
蓮
華
経
（
Ⅱ
本
因
妙
名
字
即
の
信
行
）
こ
そ
下
機
た
る
名
字
即
の
末
法
の
衆
生
を
救
済
す
る
も

の
で
あ
り
、
意
密
の
一
念
三
千
は
観
行
即
、
つ
ま
り
法
行
観
に
よ
っ
て
悟
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
続
け
て
、

此
の
観
行
即
の
三
千
は
久
遠
下
種
の
種
子
な
り
と
云
へ
ど
も
開
目
抄
下
巻
の
如
く
末
代
我
等
一
分
の
恵
解
も
之
れ
無
き
故

に
観
心
抄
の
末
に
妙
法
蓮
華
経
を
以
て
一
念
三
千
を
裏
み
末
代
幼
稚
の
衆
生
を
助
く
等
と
示
す
が
故
に
十
章
抄
の
如
く
日
本

（
弱
）

国
在
家
の
者
に
は
但
だ
一
向
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
へ
さ
す
く
し
等
と
定
判
し
給
え
り

と
述
べ
、
事
具
一
念
三
千
を
包
摂
す
る
題
目
を
唱
え
る
こ
と
こ
そ
が
末
法
の
衆
生
の
な
す
べ
き
修
行
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ｉ
事
具
一
念
三
千
は
久
遠
下
種
の
種
子
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
穫
得
は
観
行
即
の
観
心
（
法
行
観
）
に
よ
る
。

日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
義
に
お
け
る
「
観
法
」
と
「
法
体
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

名
ｌ
妙
法
蓮
華
経
由
岬
川
誇
畔
に
評
引
卿
川
糾
Ⅱ
三
編
Ⅲ
癖
Ⅱ
咋
諦
Ⅱ
畔
甲
事
具
三
千
１
体

一
一

事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経

一

一
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と
い
う
内
容
に
な
る
が
、
こ
こ
で
隆
師
は
、
題
目
を
能
褒
と
し
事
具
一
念
三
千
を
所
褒
と
す
る
両
者
の
関
係
性
が
、
宗
祖
遺
文
に
明

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
事
具
一
念
三
千
は
あ
く
ま
で
も
観
行
即
の
「
智
者
の
行
解
」
で
あ
り
、
題
目
こ

そ
が
末
法
名
字
即
の
衆
生
た
る
「
日
本
国
の
在
家
の
者
」
を
救
済
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
久
遠
下
種
の
種
子
た
る
事
具
一
念
三
千
は

題
目
に
裏
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
、
末
法
衆
生
救
済
の
種
子
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
捉
え
方
は
、
宗
祖
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
「
題
目
」
が
あ
く
ま
で
も
末
法
下
機
の
た
め
の
教
法
で
あ
る
こ
と
を
徹
底
し
て

追
求
す
る
隆
師
の
学
問
姿
勢
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
隆
師
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
”
）

迩
門
よ
り
本
門
は
下
機
を
摂
す
る
な
り
と
易
行
の
宗
旨
を
定
め
給
う
間
、
日
蓮
宗
顕
露
教
観
の
一
筋
は
但
だ
教
弥
実
位
弥
下
の

宗
旨
な
る
間
、
名
体
総
在
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
貴
賎
こ
れ
を
唱
う
、
是
れ
即
ち
三
世
諸
仏
説
法
の
儀
式
の
如
し
と
定
む
る
が
、

（
秘
）

本
因
妙
名
字
即
上
行
口
密
語
言
陀
羅
尼
の
信
行
な
り
蕊
云

こ
こ
に
お
い
て
、
先
に
見
た
よ
う
な
末
法
下
機
の
た
め
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
が
「
名
体
総
在
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
れ
こ

そ
が
「
本
因
妙
名
字
即
上
行
口
密
語
言
陀
羅
尼
の
信
行
」
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
言
う
「
語
言
陀
羅
尼
」
に
つ
い
て
は
、
「
弘
経
抄
』
第
二
○
巻
「
陀
羅
尼
の
翻
名
及
び
爾
前
迩
本
の
本
因
妙
名
字
信
行

こ
こ
に
言
う
「
語
言
陀
羅
尼
」
一

（
釣
）

の
語
言
陀
羅
尼
の
事
」
に
お
い
て
、

率
Ⅱ
そ
の
よ
う
な
事
具
一
念
三
千
は
末
法
名
字
即
の
我
等
に
は
．
分
の
慧
解
も
な
し
」
で
あ
る
。

Ⅲ
そ
れ
故
に
仏
は
題
目
五
字
に
事
具
一
念
三
千
の
珠
を
裏
ん
で
．
「
末
代
幼
稚
の
頚
に
懸
け
」
る
こ
と
で
末
法
名
字
即
の
衆
生
を

Ⅳ
だ
か
ら
こ
そ
宗
祖
は
「
十
章
紗
』
に
「
日
本
国
の
在
家
の
者
に
は
但
一
向
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
と
な
え
さ
す
べ
し
」
と
示

救
済
す
る
。

さ
れ
て
い
る
。
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本
門
に
至
っ
て
土
民
の
慈
父
を
廃
し
て
久
遠
本
覚
の
慈
父
大
王
た
る
本
果
の
報
仏
を
顕
わ
し
、
本
因
妙
上
行
を
召
し
て
久
遠
の

娑
婆
を
以
て
本
国
土
妙
と
定
め
、
此
の
依
正
三
千
を
以
て
真
実
の
総
持
と
な
す
。
故
に
十
方
三
世
の
諸
仏
の
中
に
は
久
遠
の
釈

尊
を
以
て
総
持
の
仏
と
な
し
、
一
切
の
諸
菩
薩
の
中
に
は
上
行
等
を
以
て
総
持
の
菩
薩
と
な
し
、
一
切
の
界
内
外
の
諸
土
の
中

に
は
本
時
の
娑
婆
・
本
国
土
を
以
て
総
持
の
土
と
な
す
。
故
に
一
切
の
諸
経
諸
法
の
中
に
は
本
門
八
品
上
行
付
属
の
妙
法
蓮
華

〈
Ⅲ
）

経
の
要
法
を
以
て
総
持
の
法
と
な
す
。
要
は
是
れ
総
な
り
。
故
に
真
実
の
総
持
は
本
門
の
妙
法
蓮
華
経
な
り
。

と
述
べ
て
、
永
前
諸
経
に
明
か
さ
れ
る
陀
羅
尼
は
有
名
無
実
の
総
持
で
あ
り
、
真
実
の
総
持
は
本
門
の
妙
法
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
本
因
果
国
・
依
正
互
融
の
事
具
一
念
三
千
も
ま
た
題
目
に
総
持
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
総
持
は
陀
羅
尼
の
語
が
そ
の
全
て
を
包
摂
す
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
か
ら
、
一
切
（
三
千
）
を
包
摂
す
る
題
目
こ
そ
が

真
実
の
陀
羅
尼
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

此
の
妙
法
蓮
華
経
と
は
語
言
陀
羅
尼
な
り
。
妙
法
蓮
華
経
は
本
果
妙
よ
り
本
因
妙
に
垂
下
し
、
「
教
弥
実
位
弥
下
」
し
て
名
字

｛
鯉
）

信
者
の
口
に
出
し
て
こ
れ
を
唱
え
る
故
に
語
言
陀
羅
尼
と
云
う
な
り
。

と
し
て
、
名
字
即
の
口
業
と
し
て
の
妙
法
蓮
華
経
が
「
語
言
陀
羅
尼
」
で
あ
る
と
規
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、

故
に
此
の
語
言
陀
羅
尼
総
持
の
妙
法
の
流
通
は
正
像
に
あ
ら
ず
。
是
れ
末
法
な
り
。
末
法
は
是
れ
総
持
の
時
国
な
り
。
正
像
の

月
氏
・
震
旦
は
星
月
の
国
に
し
て
、
爾
前
迩
門
の
流
通
の
時
国
な
る
故
に
総
持
の
時
国
に
あ
ら
ず
。
故
に
末
法
本
門
流
通
の
国

日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
義
に
お
け
る
「
観
法
」
と
「
法
体
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
（
三
油
和
浩
）

と
し
、

ま
た
、 門

流
の
義
に
云
く
、
陀
羅
尼
は
梵
語
な
り
。
此
れ
に
は
総
持
と
翻
ず
。
又
能
遮
能
持
と
翻
ず
。
（
中
略
）
此
の
陀
羅
尼
を
新
訳

（
㈹
）

の
経
に
は
真
言
と
言
う
。
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（
柵
）

日
蓮
大
士
の
諸
御
抄
の
意
は
、
教
観
共
に
従
多
帰
一
し
て
五
味
主
．
三
五
下
種
の
上
に
教
観
を
沙
汰
す
る
な
り
云
云
。

と
い
う
、
「
弘
経
抄
」
第
二
巻
の
「
本
門
の
妙
法
蓮
華
経
と
事
具
の
三
千
と
同
異
の
事
」
の
結
論
も
そ
の
よ
う
な
文
脈
で
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
五
味
主
」
「
三
五
下
種
」
と
い
う
末
法
下
機
救
済
の
観
点
に
立
脚
し
な
け
れ
ば
、
宗
祖
の
真
意
を
理

解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が
隆
師
の
教
学
的
立
ち
位
置
で
あ
る
と
言
え
、
そ
の
意
味
で
、
題
目
を
「
名
体
総
在
」
と
し
て

捉
え
、
題
目
と
事
具
一
念
三
千
を
能
所
の
関
係
に
位
置
づ
け
る
隆
師
の
思
想
は
、
「
我
ら
末
法
名
字
即
の
衆
生
が
題
目
に
よ
っ
て
如

何
に
し
て
救
わ
れ
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
し
て
、
こ
の
語
言
陀
羅
尼
、
す
な
わ
ち
南
無
妙
法
蓮
華
経
が
流
布
す
る
の
は
末
法
の
日
本
国
で
あ
る
こ
と
の
必
然
性
を
説
示
し
て

い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
題
目
が
末
法
下
機
の
た
め
に
あ
る
と
い
う
、
隆
師
の
言
説
の
一
つ
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
末
法
下
機
の
救
済
と
い
う
視
点
に
立
っ
た
場
合
に
は
、
事
具
一
念
三
千
は
所
摂
、
題
目
は
能
摂
と
し
て
両
者
の

関
係
性
が
示
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、

当
宗
教
学
で
は
一
念
三
千
の
法
体
に
つ
い
て
、
迩
門
所
詮
の
理
具
一
念
三
千
に
対
し
て
、
本
門
（
一
品
二
半
）
所
詮
の
事
具
一
念

三
千
を
在
世
脱
益
の
法
体
と
し
、
滅
後
末
法
衆
生
の
た
め
に
は
そ
の
法
体
を
裏
む
本
地
本
門
八
品
所
顕
の
題
目
が
下
種
の
種
子
と
な

る
、
と
い
う
三
重
構
造
で
説
明
さ
れ
る
が
、
今
回
は
、
観
法
に
お
い
て
も
「
理
具
ｌ
事
具
ｌ
事
行
」
と
い
う
三
重
構
造
で
捉
え
ら
れ

る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
隆
師
の
事
具
一
念
三
千
と
事
行
の
題
目
と
の
関
係
性
を
「
弘
経
抄
」
の
記
述
を
頼
り
に
考
察
し
た
。

（
掴
）

は
三
国
の
中
に
は
日
本
な
り
。

四
、
小
結
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事
具
三
千
の
観
法
が
題
目
と
同
義
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
が
法
体
の
事
具
一
念
三
千
の
観
照
た
る
法
行
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

や
は
り
末
法
名
字
即
の
下
機
の
衆
生
の
信
行
た
り
え
な
い
。
そ
こ
で
示
さ
れ
て
く
る
の
が
、
法
体
事
具
三
千
を
総
持
す
る
題
目
を
唱

え
る
修
行
こ
そ
が
「
事
行
」
の
題
目
で
あ
る
と
い
う
「
名
体
総
在
」
と
い
う
概
念
で
あ
り
、
こ
こ
に
「
理
具
ｌ
事
具
ｌ
総
名
」
と
い

う
三
重
構
造
が
成
立
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
思
想
的
整
理
は
、
日
蓮
思
想
の
根
底
に
「
末
法
下
機
の
救
済
」
が
あ
る
こ
と
を

見
定
め
て
い
れ
ば
こ
そ
可
能
と
な
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。（
幅
）

近
年
、
隆
師
教
学
へ
の
関
心
は
益
々
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
本
稿
は
「
研
究
ノ
ー
ト
」
の
域
を
出
な
い
も
の
と
な
っ
た
が
、
今
後

は
他
の
文
献
に
も
研
究
範
囲
を
広
げ
、
隆
師
思
想
の
全
体
像
の
理
解
に
努
め
た
い
と
思
う
。

隆
師
は
、
事
具
一
念
三
千
と
題
目
の
関
係
性
を
「
名
体
倶
実
」
と
「
名
体
総
在
」
の
二
重
で
捉
え
て
い
る
が
、
「
名
体
倶
実
」
の

辺
で
は
一
往
釈
と
し
て
事
具
三
千
と
題
目
を
同
一
と
捉
え
て
い
る
。
そ
の
前
提
と
さ
れ
た
の
が
妙
法
蓮
華
経
を
観
心
と
し
て
捉
え
る

こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
事
具
三
千
と
題
目
を
同
一
視
す
る
こ
と
が
即
ち
事
具
三
千
を
観
心
と
し
て
捉
え
る
立
場
に
他
な
ら
な
い
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
日
蓮
門
下
諸
宗
が
こ
の
名
体
一
如
の
い
わ
ゆ
る
別
体
論
に
終
始
す
る
の
も
、
こ
の
辺
り
に

理
由
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
義
に
お
け
る
「
観
法
」
と
「
法
体
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）
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宗
祖
遺
文
中
の
「
事
の
一
念
三
千
」
の
語
は
、
「
諸
法
実
相
紗
」
（
文
永
十
年
・
真
蹟
欠
）
、
「
義
浄
房
御
書
」
（
文
永
十
年
・
真
蹟
欠
）
、
「
成
仏
法

華
肝
心
口
伝
身
造
紗
」
（
建
治
元
年
・
真
蹟
欠
）
、
「
太
田
左
衛
門
尉
御
返
事
」
（
弘
安
元
年
・
真
蹟
欠
）
、
「
当
体
蓮
華
紗
」
（
弘
安
三
年
・
真
蹟

欠
）
に
見
ら
れ
る
の
み
で
、
こ
れ
ら
は
全
て
真
賦
が
存
在
し
な
い
逝
文
で
あ
る
。
ま
た
、
「
御
講
聞
書
」
（
日
向
）
や
「
御
義
口
伝
」
（
日
興
）
に

も
「
事
一
念
三
千
」
の
語
は
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
真
偽
に
つ
い
て
も
疑
問
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

茂
田
井
教
亭
「
観
心
本
尊
紗
研
究
序
説
」
（
山
啓
房
仏
杏
林
・
一
九
六
四
年
）
二
八
二
頁

北
川
前
薙
「
日
蓮
教
学
研
究
」
（
平
楽
寺
書
店
・
一
九
八
七
年
）
三
○
九
頁
以
降
参
照

株
橋
日
涌
「
観
心
本
尊
妙
講
義
」
（
法
華
宗
（
本
門
流
）
宗
務
院
．
一
九
八
一
年
）
上
巻
・
一
八
二
頁

望
月
歓
厚
「
一
念
三
千
と
妙
法
五
字
」
「
印
度
學
佛
教
學
研
究
」
五
巻
一
号
（
一
九
五
七
年
）
五
頁

同
、
六
四
二
頁

「
日
隆
聖
人
全
集
」
一
巻
、
二
零

株
橋
前
掲
笹
、
上
巻
、
六
四
二
頁
一
二
九

な
お
、
株
橋
日
涌
師
は
備
考
と
し
て
清
水
龍
山
師
と
山
川
智
応
師
の
説
を
例
示
さ
れ
て
い
る
（
同
、
六
四
三
頁
～
六
四
五
頁
参
照
）
。

「
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘
決
」
に
は
「
佛
果
巳
に
満
ず
れ
ば
事
に
従
っ
て
説
く
。
已
に
十
界
を
具
す
。
初
地
初
住
は
分
に
十
界
を
具
す
。
乃
至
凡
夫

同
、
六
頁

株
橋
前
掲
書
、
上
巻
、
三
九
九
頁

同
、
六
一
九
頁

l司同同
右右右

頁
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同
右

株
橋
前
掲
書
、
上
巻
、
一
九
一
頁

株
橋
前
掲
番
（
上
巻
、
三
三
一
頁
）
に
は
次
の
よ
う
な
図
で
示
さ
れ
て
い
る
。

開
」
（
山
喜
房
仏
番
林
・
二
○
二
（

「
大
正
蔵
」
三
三
巻
、
七
九
三
頁
、

「
大
正
蔵
」
四
六
巻
、
五
六
頁
、
表

「
大
正
蔵
」
三
四
巻
、
二
○
四
頁
、

株
橋
前
掲
書
、
上
巻
、
一
八
八
頁

「
日
蓮
宗
宗
学
全
書
」
九
巻
、
六
一

同
右

_』
空

ノ、

一

柏
原
案
立
」
に
は
一
念
三
千
の
事

の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

度
學
佛
教
學
研
究
」
六
九
巻
二
号

株
橋
前
掲
書
、
上
巻
、
一
八
四
頁

拙
稿
「
邪
の
一
念
三
千
に
関
す
る
再
考
察
ｌ
題
目
と
の
関
係
性
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
「
花
野
充
道
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
日
蓮
仏
教
と
そ
の
展

開
」
（
山
喜
房
仏
番
林
・
二
○
二
○
年
）
所
収
、
三
九
九
頁
以
降

「
大
正
蔵
」
三
三
巻
、
七
九
三
頁
、
下
段

「
大
正
蔵
」
四
六
巻
、
五
六
頁
、
下
段

「
大
正
蔵
」
三
四
巻
、
二
○
四
頁
、
下
段

は
但
だ
是
れ
理
具
な
り
」
（
「
大
正
蔵
」
四
六
巻
、
二
八
九
頁
、
下
段
）
と
あ
る
。
こ
の
「
弘
決
」
の
文
は
、
仏
が
十
界
を
具
す
か
否
か
と
い
う

問
題
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
り
、
仏
果
を
得
た
着
は
十
界
を
具
し
、
初
地
・
初
住
と
い
っ
た
仏
道
修
行
の
途
上
に
あ
る
者
に
つ
い
て

は
「
分
具
」
即
ち
十
界
の
一
分
を
具
す
と
し
、
凡
夫
に
お
い
て
は
「
理
」
と
し
て
具
し
て
い
る
に
留
ま
る
と
い
う
妙
楽
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
「
十
界
互
具
は
理
具
か
事
具
か
」
と
い
う
問
題
は
日
本
天
台
の
論
義
の
題
材
と
な
り
、
柏
原
貞
舜
（
一
三
三
四
’
一
四
二
二
）
の
「
宗
要

柏
原
案
立
」
に
は
一
念
三
千
の
事
具
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
「
宗
要
柏
原
案
立
」
の
事
具
三
千
論
が
隆
師
の
「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」

の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
日
蓮
教
学
用
語
「
事
具
三
千
」
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
天
台
論
義
の
視
点
か
ら
ｌ
」
（
「
印

度
學
佛
教
學
研
究
」
六
九
巻
二
号
・
二
○
二
一
年
）
に
て
論
じ
た
。

日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
義
に
お
け
る
「
観
法
」
と
「
法
体
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

頁
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同
右

同
右 極
州
Ⅱ
“
腿
一
獅
那
鰄
卵
甲
理
観
ｌ
法
行
観
ｌ
所
攝

［

本
地
ｌ
妙
法
蓮
華
経
．
…
．
：
…
．
．
…
…
…
事
行
ｌ
信
行
観
ｌ
能
攝

「
隆
全
」
一
巻
、
一
二
九
頁

「
隆
全
」
一
巻
、
一
三
○
頁

「
隆
全
」
一
巻
一
三
○
’
一

「
四
信
五
品
抄
」
（
「
定
本
過

『
隆
全
」
一
巻
、
一
三
一
頁

『
隆
全
」
二
巻
、
五
八
六

『
隆
全
」
二
巻
、
五
八
六

「
隆
全
」
二
巻
、
五
八
七

「
隆
全
」
二
巻
、
五
八
八

「
隆
全
」
二
巻
、
五
八
八

「
隆
全
」
一
巻
、
一
三
二
頁

三
○
’
一

五五五五五
八八八八八

八八七六六

「
隆
全
」
一
巻
、
一
二
八
頁

弓三一

隆隆隆
全全全
一一一

一
巻
、
二
三
四
頁

一
巻
、
一
二
七
頁

一
巻
、
一
二
七
頁

一
二
七
頁

三
一
頁

（
「
定
本
逝
文
」
一
二
九
六
頁
）
。
宗
祖
真
餓
で
は
「
迩
門
よ
り
本
門
は
機
を
尽
く
す
」
と
あ
る
。

以
降

一
二
七
頁

頁頁頁頁頁
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例
え
ば
、
興
風
談
所
の
大
黒
喜
道
師
は
、
そ
の
論
孜
「
理
事
の
一
念
三
千
と
妙
法
五
字
の
関
係
ｌ
法
体
二
重
説
・
法
体
三
重
説
に
触
発
さ
れ
て

ｌ
」
（
「
興
風
」
第
二
九
号
．
二
○
一
七
年
）
に
お
い
て
、
日
蓮
遺
文
の
上
で
一
念
三
千
の
法
体
と
題
目
の
関
係
性
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
株
橋
日
涌
先
生
の
「
文
段
拝
見
の
用
意
」
（
「
観
心
本
尊
紗
講
義
」
上
巻
、
八
六
頁
）
、

お
よ
び
大
平
宏
龍
先
生
の
「
日
隆
聖
人
文
献
に
お
け
る
「
私
新
抄
」
の
位
悩
Ｉ
邪
具
三
千
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
」
（
「
興
隆
学
林
紀
要
」
第
十
号
．
二

○
一
三
年
）
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
大
黒
師
は
、
「
治
病
抄
」
を
取
り
上
げ
、
同
抄
は
一
念
三
千
観
に
つ
い
て
「
理
」
と
「
事
」
を
明
確

に
分
別
し
、
「
本
門
の
一
念
三
千
」
と
い
う
表
現
で
本
迩
勝
劣
を
強
烈
に
主
張
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
事
具
三
千
と
題
目
五
字
と
の
関
係
性
に
つ

い
て
は
「
妙
法
五
字
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
関
係
性
は
不
詳
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
本
尊
問
答
抄
」
を
取
り
上
げ
、

同
抄
に
は
一
念
三
千
に
関
す
る
言
及
は
な
い
こ
と
を
断
っ
た
上
で
、
同
抄
に
お
い
て
題
目
本
尊
を
明
確
に
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
日
蓮
聖
人

（
以
下
宗
祖
）
の
思
想
に
お
い
て
「
三
敢
脱
へ
の
移
行
が
既
に
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
予
測
せ
し
め
る
の
で
は
な
い
か
」
と
推
論
さ
れ
て
い
る
の

同
抄
に
は
一
念
一
芸

（
以
下
宗
祖
）
の
恩

は
大
変
興
味
深
い
。

日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
義
に
お
け
る
「
観
法
」
と
「
法
体
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）
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